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近年の地球温暖化や環境破壊、それらも
誘因となって発生したと思われる
Covid-19のパンデミック、
そしてヨーロッパでの新たな戦争は、
人間のいのちと健康をそこない、大きな悲嘆
を生み、生物の多様性を失わせ、「地球
の健康」と持続可能性をうばっている。

写真提供：NASA

(Richard Horton: Lancet,  March8, 2014)



ウクライナ戦争と原発攻撃



SDGsで日本が抱える4つの課題

OECD加盟国の中でも相対的に
低い21位

その原因のうち主要なものは、
１）災害（原発事故、
地震、火山噴火など）

への脆弱性
２）高い自殺率
３）高い喫煙率
４）子どもの（性的）

虐待・貧困

出典： Lancet  SDGs and Global Burden of Disease Study  Sep. 16, 2017; 390: 1423–59
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3.11 と 心 の 災 害

蟻 塚 亮 二 医 師
須 藤 康 宏 精 神 保 健 福 祉 士

● 原 発 の 是 非 と ゲ マ イ ン シ ャ フ ト
原発という高度に政治的で意見の分かれる価値を、
ゲマインシャフトという自然発生的な社会に持ち
込むことは無理なことではなかったのか。ゲマイ
ンシャフトとは高度に政治的な判断と正反対の社
会だから、そこに原発の是非を問うならば、そも
そ も の 地 域 が 壊 れ て し ま う 。

● 危 機 を 契 機 に 信 頼 を 強 め た 家 族
「 ト ラ ウ マ 後 成 ⾧ 」 （ PTG ： Post-traumatic
Growth）は個人レベルの成⾧であり、「震災後の
家 族 の 成 ⾧ 」 は 集 団 レ ベ ル の 成 ⾧ で あ る 。



楢葉町宝鏡寺
早川篤雄和尚のこと

地蔵さまと非核の種火と
ほんだ・とおる

今日は運命の「3.11」の十周年の日
あちこちのおおきなかしこまった式とは別に
ここ双葉郡楢葉町の山寺では
六百五十年の大事な節目となる営みが
小さくだが質実にとり行われた。

数奇なつながりで昭和二十年八月
広島で採火された「核の火」がもち伝えられ
今日この地に灯される
核兵器の非道と原発事故の非道は
一つの火で今つながった。

ちょうどガンジーのアシュラムのように
諸宗教の祈りが上げられ
早川師と安斎教授による「原発悔恨・伝言の碑」の除幕があり
お二人の言葉は抜ける青空とそよぐ若竹の緑に吸われ
午後二時四十六分の大地震発生・津波警告のサイレンとともに
天まで届いた。

積年の風雨に耐えてきたやさしい地蔵さまたちも
苔の下に微笑を浮かべじっと聴き入り
嘉（よみ）しておられる如くだった。

(2021.3.11)



１）私が山谷で会った、多く東北地方出身の日雇い労働者の試練
と生活のためのたたかいは、柳美里の「JR上野駅公園口」や、
いわきの詩人・草野比佐男の「村の女は眠れない」が描いた現実
と接続していた。
２）皮肉なことに、福島原発が建設されることで、出稼ぎだけに
頼らない暮しができる社会を生んだということも事実だが、震災
によるメルトダウンがもたらした災禍は償い切れないものだ。
３）いま地域の医療も介護も持続可能性という意味で、厳しい状
況に直面している。
４）故郷を愛し、再生に向けて頑張る地元の人たちと、いわゆる
「きたりっぽ」（よそから来た人間）との協働が、どう発展する
のかにも、福島の未来はかかっている。


